
[ブラジル、オーストラリア] 医療分野における最新知財動向 

１．【ブラジル】最高裁判決、医薬品・医療機器等の特許延長期間が失効 

2021年5月24日 特許業務法人HARAKENZO 
 WORLD PATENT & TRADEMARK 

www.harakenzo.com/jpn/gaikoku_siryo 

06-6351-4384（代表) ☎ 

外国専門部長  弁理士 岡部 泰隆 Click ! 

2021年5月12日、ブラジル最高裁判決 （DPC-5529） 

【判決】 「特許権の保護期間は出願日から最大20年であり、延長は認められない」。産業財産権法40条は違憲、との理由による。 

【対象】 a) ～c)が対象。 【注】b), c) を除く、2021年5月12日時点において付与済みの特許は対象外。 

a) 現在出願中あるいは審査中の特許出願。

b) （最高裁から仮処分の内容が発表されていた）2021年4月7日までに提訴された、全技術分野の特許

c) 医薬品、医薬品の製法、医療用の機器および／または材料に関する特許（※期間延長を認められた30,648件の特許のうち、3,435件（11.2%）が対象）

【コメント】 

・ブラジルでは、特許権存続期間は出願日から20年または特許付与日から10年（産業財産権法40条）、審査の遅延に起因して保護期間の延長が認められていた。 

・TRIPS協定は、「保護期間は、出願日から計算して20年の期間が経過する前に満了してはならない」（33条）と規定するも、保護期間の延長については規定なし。 

・対象特許には糖尿病、肝炎の治療薬などが含まれると言われ、同判決を歓迎する声も多い。 
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